
第３回 日向市総合計画審議会

日時：令和６年８月２３日（金） 午後２時～

場所：日向市役所２階 災害対策本部室

資料１
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会次第

１ 会長あいさつ

２ 委嘱状の交付

３ 経過報告

４ 審議

（１）総合計画の基本構想（将来像）について

（２）まちづくりの重点課題と重点戦略について

（３）現行の総合戦略に基づく施策等の取組状況及び
成果の検証について

５ 今後のスケジュール
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３．経過報告

 7月23日 第２回審議会

 8月9日 第６回専門部会

 8月16日 第５回策定委員会

（重点戦略の検討、人口ビジョンの改訂等）
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人口ビジョンの改訂 将来人口推計
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人口ビジョンの改訂
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２０５０年の数値目標 人口 ４４，０００人

★合計特殊出生率

２０５０年までに１．８５に上昇し、その後維持する。
（現状１．８１ ⇒ １．８５へ）

★３９歳以下の移動率

２０５０年まで毎年１０％改善する。



（１）総合計画の基本構想（将来像）
について
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①基本構想と基本計画
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基本計画

基本
構想

１．次代を担う心豊かな子どもたちを育む、安心して生み育てられるまち

２．みんなで支え合い、いきいきと暮らせる健康長寿のまち

３．活力とにぎわいにあふれ、交流が広がり、将来にわたって誇れるまち

４．人と地球に優しく、安全で安心して生活できる災害に強いまち

５．豊かな自然と調和し、快適で利便性の高いまち

６．個性と多様性を認め合い、誰もが自分らしく幸せに暮らせる共生のまち

人と自然が響き合い、
にぎわいと笑顔があふれる共創のまち日向

まちづくりで大切
にしたい考え方

将来像

①人権尊重 ②市民協働・共創 ③地域力活用

※人・モノ・カネを集中投資
※ＫＰＩを設定
毎年、成果検証を行う

分野別施策

地域ビジョン
子どもや若者が魅力を実感し、
夢や希望が未来につながるまち
日向

重点戦略
（次期総合戦略）

重点課題 時代の潮流、市の現況から分析

市民アンケート調査、ワークショップ、審議会委員の
意見などから重点課題を抽出



①基本構想と基本計画
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将来像

人と自然が響き合い、
にぎわいと笑顔があふれる共創のまち日向

将来像のイメージ

本市が誇る豊かな自然環境を生かしながら、歴史と伝統の中で培わ
れてきた本市の魅力に磨きをかけるとともに、新たな魅力を創造する
ことで人を呼び込み、まちに活力とにぎわいが生まれています。
また、まちに関わるすべての人が、それぞれの特性や役割を尊重し

ながら、互いに知恵や力を出し合い、本市の未来を共に創るまちづく
りが行われ、市民に笑顔があふれています。



①基本構想と基本計画
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基本計画

基本
構想

１．次代を担う心豊かな子どもたちを育む、安心して生み育てられるまち

２．みんなで支え合い、いきいきと暮らせる健康長寿のまち

３．活力とにぎわいにあふれ、交流が広がり、将来にわたって誇れるまち

４．人と地球に優しく、安全で安心して生活できる災害に強いまち

５．豊かな自然と調和し、快適で利便性の高いまち

６．個性と多様性を認め合い、誰もが自分らしく幸せに暮らせる共生のまち

人と自然が響き合い、
にぎわいと笑顔があふれる共創のまち日向

まちづくりで大切
にしたい考え方

将来像

①人権尊重 ②市民協働・共創 ③地域力活用

※人・モノ・カネを集中投資
※ＫＰＩを設定
毎年、成果検証を行う

分野別施策

地域ビジョン
子どもや若者が魅力を実感し、
夢や希望が未来につながるまち
日向

重点戦略
（次期総合戦略）

重点課題 時代の潮流、市の現況から分析

市民アンケート調査、ワークショップ、審議会委員の
意見などから重点課題を抽出



（２）まちづくりの重点課題と
重点戦略について
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①まちづくりの重点課題
 日向市の未来につながる人を育てる。

 未来を担う若い世代や子育て世代への支援の強化
 教育力の向上、教育環境の充実
 地域みんなで子育て、「こどもまんなか社会」の確立

 若者が魅力を感じる仕事があるまちをつくる。
 魅力とやりがいを感じる仕事づくり、産業人材の確保
 雇用環境の充実

 地域資源を生かして新しい人の流れをつくる。
 本市の魅力を積極的に発信する
 新しい人の流れ（観光、移住）をつくり活力あるまちをつくる

 安全で安心して暮らせる快適なまちをつくる。
 地域で助け合う災害に強いまちづくり
 誰もが生きがいを感じながら暮らせる環境づくり
 コンパクト＆ネットワーク、地域公共交通の維持確保
 地域コミュニティの醸成
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②総合戦略（重点戦略）の考え方
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重点戦略（次期総合戦略）における地域ビジョン

子どもや若者が魅力を実感し、
夢や希望が未来につながるまち日向

故郷への愛着と誇りを感じる子どもや若者を増やし、誰もが活躍でき
る、未来に向かって夢や希望が持てるまちをつくる。

地域ビジョンの実現を目指し、令和７年度
からの４年間で、人・モノ・カネを集中投資

未来につなが
る人を育てる

若者が魅力と
やりがいを感じ
る仕事をつくる

新しい人の流
れをつくる

安全で快適な
魅力あるまち
をつくる

重点戦略の４つの柱



１ 安心して子どもを産み育てられるまちをつくる
子育て支援、教育（環境）の充実

２ 魅力ある仕事をつくり、稼ぐ力を高める
企業誘致、細島港の利活用
中小企業支援、地場産品の魅力向上

３ 地域資源を生かして新しい人の流れをつくる
シティプロモーション、観光振興、移住促進、
ワーケーションの推進

４ 安全・安心で誰もが活躍できる快適なまちを
つくる
スポーツ・健康のまちづくり、健康寿命の延伸
地域コミュニティ醸成、公共交通の維持確保

②総合戦略（重点戦略）の考え方

子どもや若者が魅力を実感し、夢や希望が未来につながるまち日向地域ビジョン

故郷への愛着と誇りを感じる子どもや若者を増やし、誰もが活躍し未来に向かって
夢や希望が持てるまちをつくる

【現】重点戦略 【新】重点戦略

１ 未来へつながる人づくり
教育、子育て、男女共同参画社会の実現

２ 活力を生み出すにぎわいづくり
雇用の場、産業振興、移住促進、観光振興

３ 笑顔で暮らせる地域共生の社会づくり
健康長寿、地域医療の維持、スポーツ推進
地域コミュニティの推進

４ 自然豊かで快適な強いまちづくり
防災基盤の強化、コンパクト＆ネットワーク、
地域公共交通、ＳＤＧｓの推進
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③まちづくりの重点戦略（基本的な方向性）

 安心して子どもを産み育てられるまちをつくる

 妊娠期から出産、子育て期まで切れ目のない支援の充実

 子育てと仕事の両立支援の充実

 学力の定着と向上に向けた教育の推進

 一貫性のある教育、教育ＤＸによる教育環境の充実

 魅力ある仕事をつくり、稼ぐ力を高める

 細島港の利用促進と新たな企業の誘致

 地域資源を生かした高付加価値化の支援

 若者のＵＩＪターンによる人材確保

 農林水産業分野におけるICT等の先進技術の活用の推進
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③まちづくりの重点戦略（基本的な方向性）

 地域資源を生かして新しい人の流れをつくる

 インバウンド観光や持続可能な観光の推進（交流人口創出）

 シティプロモーションによる認知度・知名度の向上

 市民の地域への参画と市への愛着を育む

 安全・安心で誰もが活躍できる快適なまちをつくる

 地域が一体となり助け合う災害に強いまちづくり

 スポーツを通した生きがいづくりと健康づくり

 地域公共交通の維持・確保と利便性の向上

 持続可能な「コンパクト・プラス・ネットワーク」型のまちづくり

市民アンケート調査、市民ワークショップ、審議員との意見交換、
ワーキンググループ、専門部会の意見を踏まえ、次回会議で素案を提示します。
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（３）現行の総合戦略に基づく施策等の
取組状況及び成果の検証について

16



（３）現行の総合戦略に基づく施策等の取組状
況及び成果の検証について

資料２、３をご参照ください
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今後のスケジュール

７月～ 絵画コンクールの作品募集
８月２３日 第３回総合計画審議会
９月 日向市総合計画策定委員会
１０月１７日 第４回総合計画審議会
１０月 市議会での中間報告

※次回の審議事項（予定）
・まちづくりの重点課題と重点戦略について
・基本構想・前期基本計画の素案
・絵画コンクールの審査など
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